
令和７年正答率（小学生）

国語 算数 理科
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全国学力・学習状況調査結果全国学力・学習状況調査結果
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全国平均全国平均
国語：「言葉の特徴や使い方」で全国平均を上回
るが、「書くこと」「読むこと」の正答率が低く、
要旨を把握する力や文章構成力に課題がある。
算数：「数と計算」は定着しているが、「図形」「デー
タの活用」の正答率が低く、論理的思考や説明力
に課題がある。
理科：「エネルギー」は高得点だが、「思考・判断・
表現」の正答率が低く、観察・実験結果を根拠
に説明する力に課題がある。

教科に関する
調査結果
教科に関する

小学校：各教科の考察小学校：各教科の考察

国語：「読むこと」で全国平均を上回るが、要約や
他者の発言を踏まえた自分の考えの表現力に課題
がある。
数学：基礎知識は定着しているが、「思考・判断・
表現」を問う問題や数学的表現による問題解決
の説明に課題がある。
理科：「エネルギー」で全国平均を上回るが、「粒子」
「生命」の基礎的・基本的な学習内容の定着に
課題がある。

中学校：各教科の考察中学校：各教科の考察

H27 H28 H29 H30 R元 R3 R4 R5 R6

摂津市における今後の取り組み摂津市における今後の取り組み
「自分の考えを論理的に説明する力」の育成  
思考を深める話し合い活動や記述・発表を学習活動に取り入れ、論理的な説明力を育む授業を展開します。
主体的な学習場面の創出  
児童生徒が学習の意義や目的を実感しながら課題解決に取り組む、主体的な学習場面を教育活動全体で積極的に創出します。
授業改善を支援する具体的な指導助言
定期的な学校訪問や校内研修会への指導主事の派遣を通じて授業力の向上を支援し、組織的な取り組みを推進します。

調査結果分析と好事例の共有研修会の実施
調査結果の分析方法や好事例を共有する研修会を実施し、成果を上げた学校の取り組みを普及して改善を促進します。
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　毎年、年に1度、小学 6年生、中学 3年生を対象に、全国学力・学習状況調査（児　毎年、年に1度、小学 6年生、中学 3年生を対象に、全国学力・学習状況調査（児童童
生生徒徒質問紙調査）が行われています。質問紙調査）が行われています。この調査は、児童生徒の学力や学習状況をこの調査は、児童生徒の学力や学習状況を把握把握・・
分分析析しし、今後の教育活動に役立てることを目的としています。  、今後の教育活動に役立てることを目的としています。  
　教育委員会では、調査結果をもとに子どもたちの良さや課題を　教育委員会では、調査結果をもとに子どもたちの良さや課題を把握把握し、主体性を生し、主体性を生
かしながら確かな学力を育むことを目指しています。かしながら確かな学力を育むことを目指しています。
問合せ問合せ　学校教育課　学校教育課☎☎ 06（6383）5763へ06（6383）5763へ

　今回お知らせする結果　今回お知らせする結果

は、学力や学習状況の一は、学力や学習状況の一

部であり、子どもたちの部であり、子どもたちの

学力や学習状況、学校の学力や学習状況、学校の

教育活動などのすべてを教育活動などのすべてを

表すものではありません。表すものではありません。

質問紙調査結果質問紙調査結果
自己肯定感の向上
　「自分にはよいところ
があると思う（グラフ
①）」や「先生はあな
たのよいところを認めて
くれていると思いますか（グラフ②）」など、自
尊感情に関する項目で、肯定的な回答の割合が
昨年度より増加しました。
　これは、各学校が児童生徒に学習の意義や目
的を実感させながら主体的に課題解決に取り組
む場面を提供し、教員が児童生徒の良いところ
を積極的に認める取り組みを進めていること
が、自己肯定感の向上につながったと考えられ
ます。

【小学生：自分には、よいところがあると思う】
R6 摂津市

R7全国

R7大阪府

R7摂津市

①

【中学生：先生は、あなたのよいところを認め
てくれていると思いますか】

R6 摂津市

R7全国

R7大阪府

R7摂津市

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

②

学校・家庭連携による学習習慣の定着
「授業時間以外に、普段（月～金曜日）１日に
勉強をする時間（グラフ⑤、⑥）」について、「30
分未満」、「全くしない」と回答した児童生徒の
割合が、昨年度より増加しました。
　学校では家庭学習の重要性を意識し、効果的
な内容や方法を具体的に指導する取り組みを進
めています。家庭と学校が「家庭学習を大切に
する」という同じ視点で子どもたちを支えること
で、学習習慣が身につき、学力の定着につなが
ると考えています。保護者の皆さまにも、スマー
トフォンなどの使い方や学習時間のルールを設け
るなど、基本的な生活習慣・学習習慣を育むた
めのご協力をお願いいたします。

自ら切り拓く力の育成
　「地域や社会をよくす
るために何かしてみた
いと思うか（グラフ③）」
や、「将来の夢や目標を
持っている（グラフ④）」など、地域や将来へ
の意識に関する項目で、肯定的な回答の割合
が昨年度より増加しました。
　特に、小学校では地域社会への関心が高ま
り、中学校では夢や目標を持つ意識が向上し
ています。これらの変化には、地域の人々や
事業所と連携して実施している「キャリア教
育」の取り組みが大きく寄与していると考え
られます。

【小学生：授業時間以外に、普段 ( 月～金
曜日 )１日に勉強をする時間】

R6摂津市

R7全国

R7大阪府
R7摂津市

⑤

【中学生：授業時間以外に、普段 ( 月～金
曜日 )１日に勉強をする時間】

R6摂津市

R7全国

R7大阪府

R7摂津市

３時間以上 ２時間以上３時間未満
１時間以上２時間未満 30分以上１時間未満
30分未満 全くしない

⑥

10％ 60％50％40％30％20％ 100％90％80％70％0％

10％ 60％50％40％30％20％ 100％90％80％70％0％

【中学生：将来の夢や目標を持っている】
R6 摂津市

R7全国

R7大阪府

R7摂津市

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

④

【小学生：地域や社会をよくするために何かし
てみたいと思うか】

R6 摂津市

R7全国

R7大阪府

R7摂津市

③

10％ 60％50％40％30％20％ 100％90％80％70％0％

10％ 60％50％40％30％20％ 100％90％80％70％0％

10％ 60％50％40％30％20％ 100％90％80％70％0％

10％ 60％50％40％30％20％ 100％90％80％70％0％
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